
八潮市まち・ひと・しごと創生総合戦略審議会

第１回会議後のご意見について
審議会後のご意見

No. ご意見・ご質問 記載箇所 内容

1

事業１：やしお八つのハッピー野菜博覧会(はぴベジ博)の継続開催
本市では、八種類の野菜（枝豆・こまつな・山東菜・天王寺かぶ・
トマト・ナス・ねぎ・ほうれんそう）を「八潮の八つの野菜」とし
て重点的に生産・販売している。その「八潮の八つの野菜」にちな
んだ数多くの産品、観光資源を一時的に集中的に体験可能な状態を
作り出すためのイベントを平成２２年度より開催しています。
　開催にあたっては、農業関連事業者はもとより、商工業者との連
携が深まり、徐々にこの事業が浸透しつつあります。

2

事業２：やしお枝豆まつりの継続開催。
「枝豆ヌーヴォー（枝豆解禁）」というネーミングで旬の美味しい
枝豆を限定販売・賞味する機会を創出することにより、八潮市の枝
豆をブランド化していく。この「枝豆ヌーヴォー祭り」を皮切り
に、枝豆関連の商品開発や地元産品の掘り起しによる消費拡大及び
市内外の交流人口拡大を図り合わせて農商工の連携を図ることを目
的に以下のイベントを平成２２年度から開催しています。

3

事業名１　８４０円(やしお)で結婚式事業
　結婚したいが、お金が無い・格式や形式・招待者等々考えると面
倒と考えている若者等に、８４０円(やしお)で出きる野外船上結婚
式を提案。結婚式を挙げたくとも挙げてない人たち等に八潮市で結
婚式を挙げていただくことにより、人口増や知名度アップに繋げて
いく。

4

事業名２　川の駅　中川やしおフラワーパークの活用
　フラワーパークでは、春は花桃・菜の花、秋はコスモス・彼岸花
が咲き多くの来場者で賑わう場所として定着してきている。今後
は、夏・冬にも花を咲かせ、春夏秋冬・一年中、花を楽しめる企画
を立てる。花桃まつりを始めとするイベントの充実も図る。

5

事業名３　BBQ(バーべキュー)事業
　現在、マリーナとフラワーパークの間の広場で、各種団体やグ
ループ、家族連れ等が、土曜日曜日にBBQを楽しんでいる。今後
は、観光協会が、食材や機材のレンタル等によりBBQの事業化を
図っていく取り組みをする。

基本目標２
基本的方向１
具体的な施策①

定住人口の増加を目指し、将来にわたって本市の活力を維持
するためには、本市ならではの観光資源を活かしたイベント
などをきっかけに、本市への来訪を促し、市外の人に対して
も魅力を伝え、認知度の向上とイメージアップを図る必要が
あると考えております。
総合戦略素案においても、中川やしお水辺の学校、中川やし
おフラワーパーク、やしお駅前公園を活用したイベント等の
開催を促進し、来訪者の増加に取り組むこととしており、関
係団体等と連携した取組を進めてまいりたいと考えておりま
す。

総合戦略における対応

定住人口の増加を目指し、将来にわたって本市の活力を維持
するためには、本市ならではの観光資源を活かしたイベント
などをきっかけに、本市への来訪を促し、市外の人に対して
も魅力を伝え、認知度の向上とイメージアップを図る必要が
あると考えております。
また、定住等に関するアンケート調査では、「八潮市への来
訪を促す仕掛け」として、「河川を活用した水に親しめる環
境」や「花などの観賞（お花見など）」とともに、「新鮮な
野菜が買える産直の店」も上位となっており、PR効果が高い
と考えられます。
総合戦略素案においては、本市の農産物の新たな需要の拡大
や、販路の開拓を促進するため、八潮の八つの野菜のブラン
ド化やイメージアップに取り組むとともに、イベントの宣伝
情報や開催風景等を市内外に積極的に発信することとしてお
ります。
また、はぴベジ博や枝豆ヌーヴォーなどのイベント開催につ
きましては、現在、既に実施している事業でありますので、
第５次八潮市総合計画において、引き続き継続して取り組ん
でまいりたいと考えております。

基本目標１
基本的方向１
具体的な施策②

基本目標２
基本的方向２
具体的な施策②

追加資料 
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7

いきいきと働ける就業環境づくりの課題として、厚労省より公正な
採用選考の基本的な考え方として、
①　応募者の基本的人権を尊重すること
②　本人の持つ「適正」「能力」以外のことを採用条件にしないこ
と。
採用選考時に配慮すべき事項として就職差別につながる恐れがある
14項目
本人に責任のない事項の把握
　①　本籍・出生地に関すること
　②　家族に関すること（職業・続柄・健康・地位・学歴・収入・
資産など）
　③　住宅状況に関すること（間取り・部屋数・住宅の種類・近隣
の施設など）
　④　生活環境・家庭環境などに関すること
本来自由であるべき事項（思想信条にかかわること）の把握
　⑤　宗教に関すること
　⑥　支持政党に関すること
　⑦　人生観・生活信条に関すること
　⑧　尊敬する人物に関すること
　⑨　思想に関すること
　⑩　労働組合・学生運動など社会運動に関すること
　⑪　購読新聞・雑誌・愛読書などに関すること
採用選考の方法
　⑫　身元調査などの実施
　⑬　全校高等学校統一応募用紙・ＪＩＳ規格の履歴書（様式例）
にもとづかない事項を含んだ応募書類（社用紙）の使用
　⑭　合理的・客観的に必要性が認められない採用選考時の健康診
断の実施。
　以上のような選考システムの確立に関して示されており、企業
トップクラスへの啓もう活動が必要ではないかと思慮いたします。

－

人権は、個人としての生存と自由を確保し、社会において幸
福な生活を送るために欠かすことのできない権利です。
ご指摘の公正な採用選考については、基本的人権を尊重する
という不変の考え方に基づいて継続的に取り組む必要がある
ため、第５次八潮市総合計画において推進することとしてい
ます。
なお、第５次八潮市総合計画においては、講演会、研修会の
開催等を通じて人研啓発を行うとともに、学校・企業・関係
機関・関係団体と連携を図り、様々な機会を捉えて人権教育
を展開することとしています。
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8

草加八潮雇用対策協議会では弱者（障がい者）に対する雇用を企業
主に啓発するために、毎年障がい者関連の先進企業の見学を続けて
おります。昨年度は障がい者の就労移行支援施設のモデル会社，松
屋グループのエムエルエスの見学をいたしました。今年は東武鉄道
グループの春日部にある東武シンフォニア、西友サービス、いずれ
も特例子会社の見学を予定しております（11月5日）毎年草加の会
員さんはたくさん参加しますが、八潮の会員さんの参加はわずかで
す。

－

障がいのある人の就労については、継続して取り組むべき課
題でありますので、第５次八潮市総合計画において障がい者
雇用の促進や職域の開拓等、障がいのある人の就労支援に取
り組んでまいります。

9

　また草加の雇用対策協議会会長は、草加市商工会議所会頭であ
り、商工会議所主催で、年何回か、後継者不足解消と草加地域活性
化のため、お見合いパーテーをアコスホールで開いており、これま
でに10組がゴールインカップルが誕生しているとのことです。結婚
しない若者が増えているのが現状であり、出会いの場の提供に取り
組む必要があると考えます。

基本目標１
基本的方向２
具体的な施策③

「若い世代の結婚、出産、子育ての希望をかなえる」こと
は、国の総合戦略においても人口減少に歯止めをかけ、活力
を維持するために必要な取組であるとされています。
また、市内産業においては、廃業に至る原因として、後継者
不足も挙げられます。
本市においても活力を維持するため、総合戦略素案におい
て、市内事業者を中心とした後継者確保のための交流イベン
トの開催等を行うこととしています。

10

魅力的な、きれいな街というイメージを持ってほしいと願ってい
る。きれいな整備された道路を通ると気持ちいいと感じる。
・たとえば、浮塚から共和橋までの高速道に添った下の歩道がグ
リーンベルトのような道になると、散歩とかジョギングなどを楽し
める。

基本目標２
基本的方向１
具体的な施策①･②

本市は、定住等に関するアンケート調査においても「くら
い」「きたない」などといったイメージを挙げる回答があり
ました。
本市の資源を最大限に活用し、魅力を効果的にPRするため、
総合戦略素案において、中川やしおフラワーパーク及び中川
やしお水辺の楽校、やしお駅前公園においてイベント等を開
催するとともに、積極的に情報発信することとしています。

11
・若い人を呼び込む工夫、八潮駅前の公園の利用→音楽イベント、
路上ライブ、子育て中の親が楽しめるイベントなど。

基本目標２
基本的方向１
具体的な施策①

定住人口の増加を目指し、将来にわたって本市の活力を維持
するためには、本市ならではの観光資源を活かしたイベント
などをきっかけに、本市への来訪を促し、市外の人に対して
も魅力を伝え、認知度の向上とイメージアップを図る必要が
あると考えており、総合戦略素案において、やしお駅前公園
を活用したイベント等の開催を促進することとしておりま
す。
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・退職した人たちの活用→もっと地域へでて、活動の場を見つけよ
う。市民大学OBの人たちの活躍。独創的な行動力のある人の発掘。
ボランティア団体の支援・育成、NPO団体の育成。→使途の協働で
何かができそう！

基本目標２
基本的方向２
具体的な施策①

基本目標４
基本的方向２
具体的な施策②

市民の意識や生活様式が多様化する現代においては、行政の
みの活動によって地域を維持していくことは難しくなってお
り、町会・自治会をはじめとする各種団体との連携によるま
ちづくりは必要不可欠なものとなっております。
市内の人材を活用し、人々のつながりの強いコミュニティを
形成し、市民のつながりを促進するため、総合戦略素案にお
いて、交流の場の確保や、地域コミュニティの活性化に向け
たリーダー養成に取り組むこととしています。
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